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一
四
i

の
後
半
に
北
ド
ィ
ッ-
-の
諸
都
^
—

い
わ
ゆ
る
ハ
ソ
ザ
諸
都
市
に 

お
い
て
、
手
工
證
の
暴
動
が
発
生
し
た
。
'一
三
0
八
¥
の
ヶ
ル
ン
_市
、
ー.ー3
ハ 

五
年
の
ブ
レ
ー
メ
ン
市
、.:1

三
七
四
年
の
ブ
ラ
ゥ
ン
シ
ぅ
ヮ
ィ
ク
市
、

一，
三
七 

六
年
の
ハ
ン
、ブ
ル
ク
市
、

4J1

一
七
八
年
の
ダ
ン̂

セ
市
、

一
三
7\
0
申
お
ょ
び 

A
四
年
の
i

丨
ベ 

>
ク
帘
、

-*
三
九
.

f

無
の
：シ
ト
ラ
！
ル
ズ
’ン
ド
市
等
忆
凇
一 

:け
る
も
の
：と'れ
'で
あ
る
？
こ
れ
ら
の
暴
動
：の

裏

朦

因

は

、
.
い
：ぅ
ま
で
も
な
ベ 

そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
内
部̂

お
け
る
特
殊
亊
情
に
発
す
る
の
で
あ
っ
.て
ャ
そ
の
辨 

り

.に

お
い
て
別
個
の
_

.で

.あ
，っ
;*
:
.わ
け
.で
あ
る
が
、
し
か
じ
そ.の
反
面
に
共
.. 

通

の

謹

が

作

用
''
1
>
:
て
：い
.た
と
ど
：は
否
み
ぇ&
い
：
,'

°
そ
れ
は
ザ
：丨
ネ
：ル
教
授
の
：
 

言
葉
を
も
っ
て
，す
れ
ば
、
：

「

都

市

の

费

用

り

麗

が

皮

秔

を

生

む

浃

盡

•civ
 

'  

■
.,
:

な
% '

め
.
で
—

-'
?,
だ
。

」

：
換
言
す
れ
ば
、

：

そ

れ

ぞ

れ

め

奮
.に

お

け

石

駿

靈(

 

e

i

.
に
対
処
ず
る
た
め
の̂

^

な
い
t

霞

の

立

案

、
：
と

れ

ら

ヒ

^:
ぃ

て 

金
市
民
の
賛
同
要
請
、
^

れ
を
不
満
と
す
る
手

H

業
者
の
市
政
参
脚
の
：要
求
、'

:.
:
1
 

叫世

.紙後卒リベ

.
>

:
t̂f
r

_
<D
#

^

.

.

:
高

V
:

衬
.

，
象

平

‘
.. 

'
.
'
>
^
^ ̂

■
 

'
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:
、

.

.

.

. 

•

:

と
い
ぅ
：一
連
，の
相
類
似
し
た
経
過
が
、
.諸
都
市
の
暴
動
の
共
通
の
契
機
と
な
っ 

て
い
る
の
で
あ
る
。
：
要
す
る
に
手
エ.

_が
市
政
参
，与
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い 

た

-と
に
対
す
る
；不
満
の
鬱
積
で
あ
っ
た
。.

一

.：ハ：シ
ザ
諸
都
市
に
淞
け
る
手
エ
業
者
は
最
初
か
ら
市
政
と
絶
縁
し
て
い
た
の 

で
は
な
が
：？
た
。
-I
J
-%
、
ベ
ッ
：ク
都
市
法
を
も
つ
都
市
に
お.い
て
も
、
i

は 

も
市
会
に
加
わ
る
：こ
と
が
で
き
た
：の
で
あ
る
'。
し
か
し
時
の
経
過
と 

ね
な
、に
所
有
の
；不
均
等
が
：増
太
す
る
に
お
.ょ
：ん
で
、

富
裕
者
：

(divites, 

ri- 

o
h
e
n
)

す
な
わ
ち
上
層
藤
人

(meliores
)：

だ
げ
が
市
政
を
支
配
す
る
ょ
ぅ
に 

な
，っ
：た
。.リ
ュ
丨T

 

rク
の

市

囊
_
規
則
に
.み
る
ょ
ぅ
に
、
手
工
業
者
を
市 

会
か
ら
閉
め
だ
す&
と
が
憲
么
な
っ
た
の
で&'
る
。:'
.た
だ
し
そ
の
：の
ち
に
お 

い
て
も
、
1市
民
全
体
に
.関
係
あ
る
重
要
問
題
の
決
定
に
際.し
て
は
、.市
会

は

.
こ 

れ
を
市
民
®

に
^

i
b
l
て
全
体
、の
意
見
を
微
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
た
の
で

,
x

:

.
-
丨： 

：

-

S
 

:

あ

.っ
て
、
た
と
え
そ
れ
が
形
成
的
{港
讓
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
；

.

た
.：

と
し
.て
も

、

.一. 

ー
概
：
に

有

産

者

巿

会

の

.専

断

匕

鐘

じ

だ

と

は

：
い
：；
い

え

な

い

の

：
で

あ

-:
:'た
0
前
記 

0
還

な

1>
:し
新
税
の
課
微
案
に
際

〗

し
て
の
ー
市
会_の
態

度

は

こ

，
の

慣

行

に

副

：
っ
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た
も
の
で
.あ
っ
て
、:,
,.そ
れ
が
却
マ
て
暴
動
の
発
生
と
い
ぅ
結
果
.に
A

っ
て
は
ね 

か
え
っ
た
と
は
い
え
、
：市
民
全
体
の
，弟
知
す
る
施
政
は
市
会
の
つ
ね
に
配
慮
す

. 

る
と
：こ.ろ
で
あ
ら
'
.た
0

こ
：の#

^
、
手
工
響
の
市
政
参
与
へ'の
要
求
の
声
の'
. 

.

な
.か
に
.は
、
現
状
に
対
す
る
不
満
と
な
ら
ん
ヤ
.、
..嘗
て
彼
ち
の

父

祖

の
置
.力
.れ
.ノ
 

て
：い
た
状_

1

$

_
加——

へ
の
麗
が
意
識
さ
れ
て
い.た
の
で
あ
る
。

.
上
掲
の
一
四
世
紀
攀'ハ，
ン
ザ
諸
都
市
の
暴
動
が
，
ヶ
ル
：
-'
/
.市
广
.
ハ
ン
ブ
ル 

.
ク
市
、.
ダ
ン
チ
ヒ
市
、..リH

:
V

ベ
,
ッ
ク
市
の
，そ
れ
ら
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
肉
' 

屋
を
首
謀
者
と̂

た
と
い
ぅ
共
通
事
情
の
解
明
も
興
味
な
し
と
し
な
い
が
、
本 

稿
で
は
昜
Tr
を
リ
ユ
ー
ベ
ッ
ク
市
に
限
り
，
時
点
を
一
三
八
四
年
の
肉
屋
暴
動 

に
限
？
て
、
こ
の
，暴
動
発
生
の
誘
因
と
な
さ
れ
て
い
.る
も
の
に
つ
い
て
考
察
し 

て
み
た
い
。
と
い
ぅ
の
は
、
ド
ィ
ツ
‘
：
ハ
ン
ザ
史
研
绝
の
権
威
で
あ
っ
た
故
フ 

■
リ
ッ
ツ
•
レ
ー
リ
ヒ
.教
授
が
嘗
：て
唱
道
さ
れ
、
近
時
マ
ル
チ
ン
.
エ
ル
プ
シ
テ 

丨
サ
ー
氏
が̂

、へ
.て
い
る
と
こ
ろ
に
、.や
や
吟
味
を
加5
ベ
き
も
の
.あ
る
こ
と 

を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る。
:

ま
ず
レ
-
リ
ヒ
教
授
が
一
九
一
一
四
年
に
発
表
さ
れ
た

「

シ
ト
ラ
ー
ル
ズ
ン
ド 

.講

和(

一
三
七
〇年

： }

後
の
ハ
シ
ザ
の
内
外
政
策
の
変
化

」

や
、
翌
ニ
五
申̂
 

表

の「

一
四
世
紀
リ
ユー

ベ
ッ
ク
の
卸
商
業
と
卸
商
人

」

に
は
、
ド
ィ
ツ•
ハ 

ン
ザ
が
デ
ン
マI
ク
軍
を
破
っ
て
勝
利
を
収
め
た
シ
ト
ラ

_

ル
ズ
ン
ド
の
0 ̂

の
の
ち
す
な
わ
ち
一
三
七
〇
平
以
降
に
、
リ
ユ
I
ベ
ッ
ク
市
を
指
導
す
る
大
商 

人
の
間
に
は
レ
ン
ト
ナ
ー

(
K
e
n
t
n
e
r
)

た
る
も
の
が
生
じ
、
こ
れ
が
市
会
に 

お
い
て
勢
力
を
振
い
、
次
第
に
実
際
に
活
動
す
る
商
人
を
市
会
か
ら
排
除
.す
る 

切
向
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
教

授

が

「

リ
ュ
ー
べ
ッ

\

ー
ブ
.

$
七
.六)

.

.
S 

■

ク
市
史

J
」

に
'寄

せ

た

論

文

に

も

同

一.
趣

旨

の記
述
が
あ
る0
.

こ
の
レ
ゾ

ト
ナ
ー 

は
、
.西
ド
ィ
ツ
や
南
ド
ィ
ツ
の
諸
都
市
に
み
ら
れ
る
パ
ト
リ
チ
ア
丨
ト

(

都
市 

貴
族
>
,に
類
す
る
も
の
で
あ
ヴ
て
、

1
ベ
ッ
ク
市
に
お
け
る
レ
ン

ト

ナ

ー

 

=

パ
ト
リ
チ
ァ

-
ト
の
団
結
ば
、

一'三
：七

九

年

の

：チ

ル

ヶ

ル

組

合

(zirkelge- 

seus
&

法

の

設
立
に
臉
ま
る.と
、
：教
授
は
い
ぅP
'':
:
:「 

'が
か
石
レ
ー
リ
ヒ
教
授
の
主
張
を
徹
底
化
し
た
め
が
エ
ル
プ
シ
テ
ー
サ

1
氏
• 

e
'あ
.る
。
S
が
シ
ブ
レ
ー

.ム
べ
ル

.ク
教
授
の
：六
十
五
歲
祝
賀
論
文
集
に
寄
せ
た 

一
文「

I

三
八
四
年
リ
ユ
：！
ベ
ッ
ク
の
肉
屋
暴
動

」

に
お
い
て
説
く
と
こ
ろ
を
要 

約
す
れ
ば
、
：つ
ぎ..
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ー
四
世
紀
中
葉
以
来
リ
ん
I
ベ
ッ
ク
.
パ 

:

ト
リ
チ
ァ
I
ト
は
富

裕
商
人
層
か
ら
隔
離
し
始
め
、'
 
.市
政
を
襲
断
す
る
に
努
め 

ゾ
た
0

丧
ら
は
1>

ン
ト
ナ
|

す
な
わ
ち
商
業
質
易
に
ょ_っ
て
で
は
な
く
、
都
市
ま
た 

は
農
村
の
.土
地
所
有
に
墓
づ
く
レ
ン
ト
に
ょ
.っ
て
生
活
す
る
港
で

.

あ
り
、
こ
れ 

ら
の
経
済
生
活
か
ら
離
れ
だ
者
に
ょ
っ
て
市
政
は
支
配
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他 

方
市
政
か
ら
閉
め
だ
さ
れ
た
商
人
も
、
一
四
世
紀
後
半
に
は
貿
易
商
組
合

^

&—

■ 

H
e
r
k
o
m
p
a
i
l
i
e
,

 

N
a
c
i
e
n
)

を
組
織
し
始
め
た:0
こ
れ
は
ツ
ソ
フ
ト
的
組
織 

に
ほ
か
.な
ら
な
い
。
い
ま
や
社
会
的

•：

経
済
的
硬
直
あ
る
の
み
で
あ
る
。
か
く
て 

.
レ
I
リ
ヒ
教
授
の
主
張
す
る
ょ
ぅに、

一.一
一
一
七0
年
以
降
の
リH

丨
ベ
ッ
ク
市 

.

の
対
外
•
対
内
経
済
政
策
に
は
保
守
的
傾
向
が
濃
厚
と
な
り
、
こ
れ
が
こ
の

1»
:
紀 

の
終
り
と
次
の
世
紀
始
め
の
.同
市
の
社
会
動
揺
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

.
エ
ル
プ
シ
テ
ー
サI
氏
の
所
論
は
筋
は
た
っ
て
お
り
、
あ
る
意
味
で
明
快
で 

あ
る
が
、
€•
:
し
む
ら
く
は
そ
の
所
論
を
裏
づ
け
る
資
料
に
乏
し
い
。
同
氏
の
論 

.

文
に
見
ら
れ
る
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
箜
ニ
卷
ゃ
ェ
ン
ゲ
ル
ス
の
農
民
戦
争
か
ら

の
弓
用
が
無
用
であ
る

と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
か
の
国
にあ
る

研
淹
者

と

し 

:

て
接
近
の
t

な
i

料
に
莲
づ
い
た
所
説
で
あ
つ
た
な
ら
ば
'

m
者
を
し
て 

.

も
つ
と
聴
従
さ
せ
る
力
が
あ
つ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
氏
が

^

m
さ 

九
る
と
こ
ろ
な
く
、
'
し
か
も
現
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
菩
々
で
も
利
用
で
き
る
若 

干
の
資
料
を
用
い
て
、
以
下
に
少
許
考
察
を
施
し
た
い
。

は
、
：
 

一
©

世
紀
後
半
と
く
に'シ
ト
ラ
ー
：ル
ズ
ン
ド
講
和
の
前
後
、
そ
.し 

て1

三
八
四
年
の'肉
屋
暴
動
の
.頃
に
お
い
て
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
市
会
.は
商

業

貿
 

具
か
ら
離
れ
た
レ
ン
ト
チ
ー
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
か
否
か
で
あ
り
、
：
そ

：
 

れ

と

麗

し

て

、
こ
の
頃
の
リ.ュ
ー
ベ
：.ッ
ク
市
会
は
新
人
の
登
用
を
許
さ
な
か 

'つ
た
か
否
か
で
あ
る
。
こ
れ
の
解
明
は
同
時
に
レ
丨
リ
ヒ
教
授
の
所
説
の
再
吟

， 

味
に
も
通
ず
る
。
そ

れ

は

「
j.

三
七
〇
年

頃〔

リ

す

ベ

ッ

ク〕

市
会
に
は
も
' 

は
や
指
i

商
人
は
代
表
し
て
い
な
か
つ
た
。
市

会

に

§

一

 

世
紀
前
の
.

〕
■

ハ 

イ
ン
リ
ヒ
•
ベ~

レ
ン
ス
テ
ル
ト
や
商
人
と
し
て
優
れ
た
力
I

メ
ン
の
ご
と
き 

名
前
を
求
め
て
も
無
駄
で
あ
，つ
た
。
こ
の
他
方
い
ま
や
市
会
に

.は
、

一
三
八
四 

,年
の
暴
徒
の
.僧
惡
'の
的
と
な
つ
た
人
々
、..ゝ
す
な
わ
ち
土
地
に
よ
，つ
て
富
め'る
. 

者
、
レ
ン
ト
ナI
層
が
い
光
の
で
あ
，る

)」

.と
い
う
も
の
で
あ
る:0
こ
の
所
論
を
、 

当
時
の
リ
ュ
I

ベ
ッ
ク
市
会
に
お
け
る
傾
向
を
述
べ
た
も
の
と
み
る
べ
き
か
、

ぃ
 

ま
た
は
辦
実
そ
の
も
の
を
描
い
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
判 

浚
す
る
途
は
、
こ
の
頃
の
市

C

義
員
の
構
成
を
事
実
関
係
に
お
い
.て
み
る
ほ
か 

..は
な
い
の
で
あ
る
。
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H
a
n
s
d
,

id
d
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:

1
四
世
紀
後
半
リ
ュ
ー
べ
ツ
ク
市
会
の
櫳
成

1
.
CBerlin, 

1905) S
.
162,

(

2) 

E
b
e
n
d
a
.

 

B
d
,
2
.

 

(
B
e
r
l
i
n
.

l

i) 

S
.

 

50
1.

.(

3)

拙
著
、
ドSr

ッ
中
世
都
市(

昭
和
三
四
：年

y
_
l五九
頁
0' 

y
 

Vこ
：の」

1

論
文
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
.
ハ
ン
ザ
史
学
会
に
お
け
る
講
演
を 

骨
子
.と
^
,る
^
の，で
ぁ
っ
て
、
教
授
の
論
文
集
ぎ
穿

s
r
ioq
, ■

Han- 

sische 

W

I

C
 

S
N

'■
'
tereslau. 1928) s;'139 ft; s. 
0 ff' 
に
収
め
ら
れ
て
い
各
が
、
 

_
,
.
逝
.去
後
干
1'-
0-
さ
れ
.た
，論
文
集
：Fritz 

Ros
r
i
^
-

Wirtschaftskr

叫fte. i
m

 
Mittaalter. A

b
i
l
s
d
l
l
m
g
e
a

 zxir s
a
d
t
-
s
d

 H
a
n
s
e

oqschich- 

c+
e
. (K

OJin.Graz. 1959) s. 14m.,s. 2
1
6

a

t
も
再
録
さ
れ
て

い

る

。

(

5) 

R
OJ
r
i
g
, 

w
i
H
t
s
c
h
a
f
t
s
k
x

£»:
f
t
e
.

 

s
.

 

1
6
4
f
^
s
.
2
4
3
:
f
f
.

(

6) 

Fritz 

E
n
d
r
e
s
e
r
s
g
o
,

 

Geschichte 

der 

freien 

s
d 

Hansestadt L

dlb
e
c
k
.

9
d:
b
e
c
k
. 

1926) s. 

44f.

(

7)

w
os
a
g，
-
^
-
注gGilaftskrsfte. 

s. 2
4
3
'
A
n
m
.

 36.

.

(

.
8 

V 

Martin 

Erbs

:̂s
s
e
l
v

b
e
r 

Knochenilaueraufstand 

in 

Liiljeck 

1
300
4
, 

in V
o

日Miselalter 

Z
U
N

Neuzeit, 

z

i 

65. 

Geburtstag 

von 

Seinricli 

SPHOemberg. .Hxsg- 

von 

H
,

 

Kretzschmar. 

(Berlin' 1956) S. 127f.

;9〕

R
o:
r
i
g
, wi

r
t
s
c
i
l
a
f
t
s
k
r
s
f
t
j
e
.

 

s
.

 

24
3
.

.そ
 

.

.

/

\

•

.

.

:

'二

'

,
、

-

' 

•
;
\ ,'
'.
'
:
..:
:
. 

'
入
.:;
一
 

' .

中
世
都
市
に
お
い
て
市
民
の.死
亡
率
が
か
な
り
高
か
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の 

, 

m

 

(

本
七
七)



市 ぃ 命 議 員 名
■ .  '

就 任 期 間
J^ahling 氏
の一述赉号

: : : 1 Hermann v. Wipkede A 1326—67 (1365) Nr. 3B1
2 Berfcjam Vorrade A 1332—76 (1363) 341
3 氺氺 Tidemann Warendorp A 1339—66 (1351) 352
4 Opttsohalk Warendorp A 1343—65 356
5 Bernhard Pleskow A  ’ 1344—67 358
6 Johann Ple^kow A 1348-67 361
7 Segebodo Crispin A 1349-88 364
8 Johann Schepenstede A 1850—88 367
9 料 Hermann Gallin. C 1^51—65 (1359) 368

10 Johann Wesseler A 1351—67 369
11 Bernhard Coesfeld A 1351—67 370

• 12 Johannes Perzeyal A 1354--96 372
13 氺承 Jakob Pleskow A 1354—81 (1363) 873
14 木 Bernhard Oldenburg A 1354—67 (1364) 374
15 P^erhard Swarte C 1355 -67 376
16 Dethard Saohteleyeat • c 1356—67 377
17 Gotschalk v. Attendora A 1356—88 378
18 Holto v. Alen 0, 1356 -67 379
19 Johann Sohening 0 1857—65 381
20 Hinrlcli Ricbode c 1357—67 382
21 Johann Meteler c 卿 - ; 73 384
22 Bernhard Pepersaclc A 1358—66

}
385

23 Hermann v. Osenbrugge む:’.： 1363-90 386
24 本 Simon Swerting G 1363—88 (1370) 387
25 Hinrioh v. Loo O 1364—86 388
26 Albert Travelmann C 1364—88 ヘリ'. 389
27

… M 把 •， ， 二……………::: A 1364 ‘ 390
28 Marquard Rutensten ごC ....... 1865 391

1

四

世

紀後
半
リ
ユ
ー

べ
ヴ
ク
市
会
の
檣
成

四

年

の

ニ

〇

年

間

.に

新

た

に

選

出

さ

れ

た
 

'
者

は

s

o

.

2 8
1

5 5
の

二

八

名

と

な
 

:

.

る

。

別

表

の

議

員

名

の

顧

に

*

印

を

附

し
 

丨たのは、こ
の

- '

1

0
年

間

に

市

長

に

就

任
 

;

'.
:
;;1
.

,た
渚

、

.#
印

を

附

し

た

の

は

こ

の

^

㈤
 

の
'前

後

に

お

い

て

市

長

と

な

っ

た

者

で

あ
 

•

っv
、

j

そ

の
.選

出

さ

：れ

た

年

は

、

: 

'

負

就

任

期

間

の

あ

：と

に

括

弧

に

入

れ

て

捣
 

.

げ

て

お

い

た

。

/

：

こ

れ

ら

の

市

<

*

員
、の

佩

"々
に
つ
い 

.

て

、
:
フ
，H

丨
•リ
 >

 

グ
.氏

の
.経

歴

^

^

に

即
 

.

.

し

て

、
':(

.
<
0

門

閥

者

す

な

わ

ち

そ

の

家

系
 

:
に

す

く

'な

く

と

も

：ニ

名

の

市

自

員

を

出
 

し

て

い

る

者

、
.(

B

)

既

往

に

家

族

の

' 

一

名 

.

な

.い

し

同

姓

者

1
名

が

>

市

会

に

.

列

し

た

. 

:■
■
,
:

者

、

C

S

市

会

に

始

め

て

選

出

さ

れ

た

者
 

;
.

す

な

わ

ち

新

-

<
、
.

の
.1|
1
つ

に

分

け

て

み

る
 

一：
と

、

-全
期

間

の

在

職

者

五

：五
.名

に

つ

い

，て

： 

は

' '(

<

0

ニ
一
ニ
名
、

C
S

I
I

 

名

、
；(

S
1
U

 

\

、
〇

名

と

な

，

o
、

、

1
1〇

年

間

の

讓

員

ー

.
一
八 

.ノ
'

名

に

づ

い

.
て

：は

、

.

(

A

〕

七

名

、〈

5

一：
一
名
、：

一

(

S

一
 

九

名

と

i

な

.る

。
.
こ
.
れ

を

比

率

を

：も

'

'

:
五

％
 

C

五
一
七
九)

市 会 議 員 名 熱 往 期 間
與 腿 硿 氏
….の.ャ述番1号.

29 *水. Thomas Morkerke ■ O 1365-1401 (1886 ) Nr, 392

80 Dankward v. See c 1 3 6 6 - 7 8 393

31 木 Brun Warendorp A 1366— 69  (1367) 394

32 Arnold v. Uelzen A 1 3 6 6 - 6 7 395

38 Bruno Warendorp d. J. A 1 367— 14 0 8 396

34 氺 Gerhard v. Attendorn A 1367— 9 6  (1382) 397

35 Johann Kliugenberg A 1 3 6 8 — 7 1 398

86 Hinrich Constantin O 1 3 6 8 — 8 7 399

37 Johann Lunelourg G 1 8 6 8 — 7 4 • 400

38 Johann Lange O 1868— 85 401

39 * Hartmann Pepersack G 1369— 8 5  (1873) 402

40 Diedrioh Morneweg G 1369— 7 3 403

4 1 Johann Odbernhusep. C 1 3 7 0 , 8 0 404

42 Arnold Suderland G 1 3 7 0 — 3 2  ： 405

43 氺氺 Gottfried Travelmann B 1 3 7 0 — 9 1  (iS£0) 406

44 Konrad y. Urden G 1872— 82 407

45 Hermann I^tngo O 1372— 87 408

46 Hinxich Westhof a 1372— 1415 409

4T Hinricli Schonenberg G 1 3 7 5 — 84 410

48 Gerhard Tusfeld O 18 7 5 — 7 6  . 411

49 GeihaTd Dartzow O 1 3 7 6 — 88 412

50 Hinrich v. Hachede C 13 8 2 — 1403 413

51 林 Goswin Klingenherg A 1382-1406(1397) 414

52 Berthold Kerkring , 13 8 4 — 1405 415

53 Tiedemaim Voxrade A . 1384— 85 416

54 Hermann Iborg ：« 1B84— 1408 417

55 Hinrich Metelor• . . . . ' . •
て:......：......广：：.へ：. . . ' ： へ :

B 1 3 8 4 — 14 0 8 418

:

四
.

(

M

- b
. A)

.

レ

# :

実

で

'
あ

る

。
.
そ

れ

ゆ

え

に

こ

そ

、

都

市
 

が

成

長

し

て

人

口

が

飽

矶

^

_

に

な

る

と
 

..:
市

民

加

入

料

を

別

上

げ

て

無

産

者

の

流

入
 

. 

'を
阻
止
：し
、
他

都

市

が

上

#
途
上
に 

i

あ

マ

て

新

市

民

を

招

致

す

る

必

要

が

あ

る
 

と

き

は

加

入

料

を

引

下

げ

る

こ

と

も

行

な
 

わ

れ

：た

0

で
あ
っ
た
。

い
ま

9
:

ュ

ー

べ

\
ッ 

■ク

市

の

肉

屋

暴

動

の

原

因

が

同

市

市

会

の
 

市

民

大

衆

に

：対

す

る

無

理

解

に

あ

っ

た

も
 

の「

と

し

、
：
さ

ら

に

諸

般

の

' ^

情

が

j

変

す
 

■'
;

る

期

間

を

1

■
世
代
と
み
て
、

こ
の
一
世
代 

を

高

死

亡

率

を

考

慮

し

て
 

一
ー

0年
と

|

 

す

る

場

合

.に

は

、
：肉

屋

暴

動

の

一

：
三

八

S
T

 

ノ

年

か
.
.ら

溯

.
'マ

て

—-

ー.
〇

年

間

の

リ

ュ

'
.
I

.ベ

.ッ 

V

-.

ク

市

自

員

の

内

容

を

考

察

す

れ

ば

、

前
 

記

■の

問

題

を

解

く

緒

が

え

ら

れ

よ

ぅ

。

フ
ノ
ェ
.

1

リ
.
.
.ン

ダ

氏

の

.「

リ

.H
.

 

I

ベ

ッ

ク

市

議

員

 

一
S

か

ら

、
.

'
一
三
六
四

——

 

.

八

四

年

に

就

任

し

.
た

市

4
*

員

名

を

検

出
 

.

.

す

る

と

、

総

計

五

五

名

。

こ

の

ぅ

ち

一

三
 

-

六

四

年

の

在

職

者

ば

別

表

の

1

——

2 7
の 

I 

ニ
七
名
で
あ
る
か
■ら
ノ
一
三
六
五

-

-

-

-'八



:っ
て
.承
せ
ば
'
全
議
真
の
場
合
は
、

〈

<
0四
ニ
^
、(

5
四
％
、(

C)

五

四

^

、

:

麗

員

だ

げ

の

場

侖

に

ば

(
<

0

 i
1

露

C

B

}

■七
％
、
C

S

六
：八
^ :
Q

割
合
で
：

:
あ
る
O
.
.
V

'
こ
れ
ら
ニ
種
の
数
字
の
ぅ
ち
で
、—*
三
八
四
年
.の
暴
動
前
の
リ
ユ
：

—

ベ
ッ
ク
：
 

へ
市
会
が
、
M
gす
な
わ
ち
市
自
員
に
選
出
さ
れ
るf

を
も
つ
家
^
の 

(

権
霞
の
場
所
と
化
レ
て
い
た
が
,
あ
る
い
は
讓
員
の
補
充
に
ぢ
の
家
格
に
を 

.ら
わ
れ
ぬ
登
用
灯.途
が
存
し
て
い
た
か
を
ぅ
か
が
ぅ̂
に
^-
料
上
な
る
.の
は
、

議

に

つ

.'い
て
の
も
の
で
は
ぬ
く
し
て
、
ニ
〇
年
間
に
遴
出
さ
れ
た
1

:

へ者
一
1

A

名

杧
' o

い
，で
の
そ
れ
で
知
を
。
そ
こ
で̂
閥
者
が
い
し
こ
れ
に
，
_

ず
.る
. 

:

渚
と
し
て
前
嚴
め(

入)

の
ニ
：五̂

と
e

g

の
七
.％
を
合
算
し
て
、
こ
れ
をC
G)

 

と
対
比
す
る
とV

三
ニ 
％
対
六
八
％

の
比
率
と
な
る
。

一.
三
八
四
年
前
の
ニ
〇 

一
年
間
に
補
宽
讓
員
の
六
八
％
が
い
わ
ゆ
る
新
人
か
ら
成
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、 

従
来
主
張
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
と
二
致
し
な
い
.こ
と
に
な
る
。
.
.
こ
の
.頃

の

リ

.

.
う 

丨
べ
ッ
ク
市
会
は
、
す
べ
な
く
と

i

員
の
数
か
ら
椎
す
な
ら
ば
、
門
閥
者
出
，
 

.
自
を
も
づ
て
固
め
ら
れ
た
も
の
で

「

は
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
.。

こ
れ 

を
も
っ
て
直
ち
に
従
来
の
所
説
の.修
正
的
結
論
と.
し
：て
ょ
い.

で
あ
ろ
ぅ
：か
。

一：

結
論
を
急
ぐ
前
に 

>
:ー'尜
退
い
て
ー
九
名
の
新
人
の
履
歴
に
つ
：い
て
検
討
を
'' 

加
え
て
み
ょ
ぅ
0
フH 
I
リ

ン

グ
氏
の
研̂

に
は
、:リ
：ユ
1
ベ

ッ

ク

市

塵

員

，
 

，
の

系

累

に

つ

い

.て
の
調
靈
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
に
ょ
れ
ば
、
28——

30
、 

30
.

_

42

、
44
1

50
、
52
、
54
■の
計
一
九
名
の
新
人
議
員
の.ぅ
ち
、
28
、
29
、
. 

36——

40
、
44
、
45
、
47
、

49
、
52
、
54
の
一
三
名
は
、
す
で
に
市
会'

k

 
列
し 

た
こ
と
の
あ
る
家
系
と
婚
姻
関
係
に
あ
る
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
80
、
41
42
、

46

、
48

、
50

の
六
名
が
、
市
会
議
員
を
出
し
た
こ
と
の
な
い
家
の
娘
を
妻
と
す 

る
者
で
お
.っ'た
グ
：：

1.

九
名
の
う
^:
の)

ー̂

名
ず
な
わ
ち
新
人
の
六
八
％
は
、
旧 

來
の
$

関
係
者
と
の
姻
戚
で
あ
っ.た
が
ゆ
.え
：に
、
市
会
に
加
入
す
る
と
と
が 

容
易
に
な
ら
た
と
推
矩
さ
れ
る
の
で
あ
る
？
推
定
と
：

い

う

所
以
は
、.
こ
れ
ら
新 

入
の
1
^
:の
日
附
の
記
載
を
欠
く
か
ら
で
：あ
石
.。
ず
な
'^
ち
市
会
関
係
家
族
と 

)

の

姻

戚

麗

が

、
彼
ら
の̂

^

入
以
前
杧
結
ば
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
議
' 

員
と
な
.っ
た
の
ち
に
作
ぢ
れ
た
も
の
か
が
解
ら
：な
い
か
ら
で
あ
る
。
姻
戚
関
係 

._..
で「

あ
，.っ
た
か
ら
市
会
議^ ;
'

に
選
出
さ
れ
た'と
.も
^

え
ら
^

^>
し

、

"逆

.
に

讓

員

に 

な
つ
.た
の
で
縁
故
関̂

^
で
ぎ
た
と
も
な
し
う
る
。
と
い
う
の
は
妻
た
る
も
の 

は
、''
?
市
会
関
係
者
の
娘
之
は
限̂'
ず
、
寡
婦
と
の
結
婚
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し 

ば
あ
ら
た
か
ら
で
あ
る
？
こ
の
他
方
に
お
い
：て
、
新
人
：一：九
名
の
う
ち
の
前
記 

■'
の

六

名

す

な

わ

ち

三

ニ

.％
は
、
ま
っ
た
く
旧
市
会
議
員
と
.関
係
の
な
い
リ

ュ
ー 

ベ
ッ
ク
市
民
の
家
か
ら
妻
を
迎
え
て
い
る
。

.
こ
の
ー
ー
£

%

こ
そ
が
真
の
意
味
の 

rr
人
議
員
で
あ
っ
た。
:

'
'

:
-し
だ
が
；っ'て
ニ
〇
年
間
に
扭
け
る
補
宠
議
員1一
 

八
名
の
う
ち
、
.
程
度
の
相
違 

_ぼ
.あ
.？
て
も
旧
来
.の

市

義

員
2:
;

関
係
あ
る
者
は
、：

(

：<)

の
七
名
、(

B)

の一

一
 

名
、
そ
し
て(

0)

の
う
ぢ
0

ー、三
名
、
令
計
一
：三
名
で
あ
っ
て
、
全
体
の
七
九 

%

を
占
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
無
関
係
の
純
粋
の
新
人
は

(

C)

の
う
ち
の
六 

名
、
す
^
わ
ち
全
体
の
 

一
一
ー%

に

す

ぎ

な

い

。

一
一
〇
年
間
に
僅
か
ー
ー
割
内
外
の 

新
人
登
用
と
い
う点

に着
：：：：

す

る

な

ら

ば

、

レ
Iリ
，ヒ
救
授
以
来
の
所
論
は
こ 

れ
を
是
認
せ
ざ
る
を
え
な.い
'で
.あ
ろ
う
。.
ネ
ル
プ
シ
テ
I
サ

ー

.
氏

が

以

上

の

ょ
 

う
な
吟
味
を
加
え
る
こ
と
な
く
し
て
レ19
ヒ
説
に
同
調
し
た
こ
と
も
、
結
果

と
し
て
は
誤
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
旧
来
の
縁
故
者
以
外
は
こ
れ
を
全
く
排
除
し
て
市

i

員 

た
ら
し
め
な
か
っ
た
と.は
い
え
な
い
。
一
一
割
に
し
て
も
無
関
係
者
が
議
員
と
し 

,て
補
充
さ
れ
た
と
い.う
^
実
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
？
て
一
，四
世
紀
. 

中
葉
以
降
の
リ
ュ
！
ベ
ッ
クm
♦
が
旧
来
の
門
間
に
よ
っ
て
麵
断
さ
れ
、
彼
ら 

が
い
わ
ば
党
閥
を
形
成
し
た
と
は.い
い
が
た
い
。
こ
の
限
り
で
の
修
正
は
、
レ 

丨
リ
ヒ
教
授
以
来
過
去
三
五
年
に
わ
た
っ

て
行
な
わ
れ
て
き
た
一
四|1
1:
紀
後
半 

の
リ
ュ
I
ベ
ッ
ク
市
ム
禱
成
に
関
す
る
所
説
に
対
し
て
、
こ
こ
に
加
え
て
よ

.い 

と
考
え
る
の
.で
あ
る
。

以
上
は
本
稿
に
お
い
て
問
題
と
す
る
も
の
の
一
半
に
つ
い
て
の

^

^
で
あ 

る
。
跺
る
他
半
の
問
題
に
つ.い
て
次
節
に
考
察
し
よ
う
。
そ
れ
は
ー
四
世
紀
後
. 

半
の
リ
ュ
ー
べ
ッ
■ク
市
会
がレ
ン
.卜

ナ

ー
を
主
体
と
し
て
お■り
、

商
人
は
こ
れ
' 

か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
：っ
た
.と
い
う
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
で
あ 

る
。

-
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1)
w
e
r
m
a
l
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2
9
1
4
00
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.

'

.

'

:
..

-
.
.
.
ゾ

一' S

世
紀
後
半
.リ
r

ベ 

'ッ
ク

市

会

の

碑

成

.

レ
ン
ト
ナ
ー
の
語
に
は
す
く
な
く
と
も
一
一
つ
の
意
味
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、 

定
職
な
く
しg

相
続
財
産
ま
た
は
婚
姻
関
係
に
よ
る
財
産
が
ら
の
矩
収
入
を
も 

.っ
て
生
活
す
る
者
で
あ
る
。
第
二
は
レ
ン
テ
ン
ヵ
ゥ
フ
す
な
わ
ち
定
期
金
購
入 

を
行
な
ぅ
者
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
商
業
貿
易
か
ら
得
.た
货
赂
を
土
地
と
く 

に
都
市
の
土
地
爾
入
に
投
じ
、
.
.
.
そ
れ
か
ら
の
定
期
金(

.レ
ン
ト)

.を

.収
# .
す

る 

者
で
あ
る
。

V

第
一
の
意
味
の
レ
ン
ト
ナ
ー
が
リ
ュ
.
丨
べ
ッ
ク
市
民
の
間
に
存
し 

た
こ
と
は
.、
リ
ュ
ー
べ
ッ

ク
罾
ホ
ま
に
+
ー⑽
の
砠
㈱
順
位
に
つ
い
て
明
確
な
規 

定

が

あ

る

、こ

と

に

よ

，
っ

■て
明
ら
か
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
そ
の
突
例
を
レ
ー
リ 

ヒ
教
授
は1

四
世
紀
屯
葉
に
お
け
る
も
の̂
つ
い
て
挙
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は 

.
商

人

で

あ

り

 
一
.三
三
四
-

―

五̂
〇
年
の
間
市
会
議
員
で
あ
っ
た
へ
ル
マ
ン
.
ヮ 

丨
レ
シ
ド
ル
プ
が
、
黒
死
病
に
よ
っ
て
死

去

(

ー
三
7/
〇
年)

し
た
の
ち
、
長 

■男
ョ
ー
ハ
.シ(

と
1ご
男
ハ
.ィ
ン
リ
ヒ
が
と
も
に
第.ー
.
の

意

味

の

レ

シ

ト

ナ

ー

と

し
 

.て
世
を
過
し
た
こ
と
で
あ
る0.
彼
ら
は
市
<
屋
員
と
し
て
め
被
選
挙
資
格
あ
る 

家
系
の
：一
員
で
あ
り
な
が
ち
、
讓
員
に
違
出
さ
れ
る
こ
と
.も
な
く
、
ま
た
リ
ュ 

:

丨
ベ
'/
..ク
市
民
生
活
に
何
ら
か
の
影
響
を
お
よ
ぼ
す
よ
ぅ
な
^

を
演
ず
る
.こ 

と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
第

V

の

意

味

の

レ

ン

'
ト

ナ

ー

の

大

部
.分 

は
.、
' 独
身
の
娘
や
裳
婦
、
未
成
年

f

、
‘さ
ら
に
土
地
の
遺
贈
を
受
け
た
僧
侶
で 

:

あ
っ
て
、

い
ず
れ
も
本
稿
に
問
題
と
ず
る
と
こ

)

ろ
と
は
関
係
の
な
い
入
：々
：で
あ 

マ
た
？ 

/
\
'
へ：

•:
'
'
'へ

.
:
'
:
:
: 

. 

V

:
第1

f

の

意

味

の

レ

ン

ト

ナ

ー

は

' 

r

M世
紀
前
半
に
す
で
に
存
在
し
た。

i

 

>

.
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七 

£

八
；ー)

'
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I
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ヘ
ル
マ
，
ン
•
ヮー

レ
ン
ド
ル
プ
が
そ
れ
で
あ
り
、
、そ
の
他
同
時
期
の
市
民

=

商 

人
に
つ
い
て
こ
れ
は
検
証
さ
れて
い

る

。
：レ
ー
リ
ヒ
教
授
に
ょ
れ
ば
、':
'「

彼

ら 

'

は
進
ん
で
レ
ン
ト

をm

入
し
.
g

と

く

に

年

齢

を

：
と
へ
？
私

と

き

に

で

あ

る

？

た 

;,だ
し
^

^
営
を
等
閑
わ
附
し
て
で
ば
な
ぢ'
た
。

」

：
す
：な
わ
ち
定
期
金
購
入'.
;

は
商
人
と
し
て
の
営
！
：
^

動
の
/.
一
つ
で
ぁ

っ
た
の
で
あ
っ̂

、
商
業
か
ら
隠
退
；

,

し
た
場
合
の
授
1

贤
で
は
な
が
?
た
0
で
あ
が
。
：
も
ち
ろ
ん
働
ぎ
盛
り
の
富
.

 

1

人
於
市<

*
貫

に
藝
出
さ
れ
て
、'そ
の
！
！̂

と
時
間
と
をC

:

ン
ザ
都
市
の 

首
脳
著
と
し
て
，の
公
的
任
務
遂
行
に
投
ぜ
ね
ば
な
ら
な
く
な
マ
た

と

き

、
こ

の 

定
期
金
購
入
に
資
力
を
投
じ
た
例
は
す
く
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
ぅ
で
あ
っ
た 

か
ら
と
い
.っ
■て
、

が
.レゾ
..
ト

ナ
ー
.を
も

.っ
て
占
.め
_ら
れ
た
.と
い

ぅ

.こ

と

に 

は
な
ら
な
い
。
紙
ら
は
市
会
に
選
出
さ
れ
て
従
来
営
な
ん
で
き
た
商
業
貿
易
に

.
.' 

4̂11.

す
る
.こ
.と
が
.で
き
な
く
な
.っ
た
，
が

ら

、

第
一
一

©
意
味
.の
レ
,ン
ト
ナ
.
|の
.立
. 

場
に
入
る
こ
：と
も
あ
っ
た
と
い
ぅ
だ
げ
の
こ>_
'
で

あ

づ

て

、

彼

^
>
が

レ

ン

ト

ナ
 

丨
で
あ
っ
た
か
ら
市_

員
に
選
ば
れ
た
.の
で
：は
な
，い
の
で
あ-る
。

.
:

前
記
の
一
三
六
因I

八
四
年
に
お
け
る
リ
ユ
ーI
.ベ
.'
ッ

ク

市

議

員

が

ど

の
 

-
ょ
ぅ
な
経
済
活
動
を
行
な
？
た
人.々
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

フ
：ェ
丨
リ
ツ
グ
故
.

 

:

の
研
究
は
こ
れ
を_
示
し
て
い
な
い
0
お
そ
ら
备
の
大
部
分
が
商
人
で
あ
っ. 

.た
と
思
わ
れ
る
が
、
と
れ
は
推
測
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
期
間
内
の
1年
度
に
づ 

い
て
指
示
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
レ
ヒ
ナ
ー
氏
.の
：「

ー
§
ハ

八

年

の

：
ハ

.ン

.

ザ
噸
税」

と
題
す
る
研
究
で
あ
る
が

)

、
こ
れ
と
前
掲
の
賛
二
覧
と.を
つ
.き
あ

■ 

- 

' 

■

-
 

.

.

.

. 

:

.わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、.こ
の
^
度
の
市
べ
&

員
の
ぅ
ち
で
船
主
と
し
で
ま
た 

は
傭
船
潘
と
し
て
活
動
し
て
い
た
者
を
と
り
だ
す
こ
と
が
で
き
.る
。I

三
六
八

苹
に
市
■

員
と
し
七
就
任
し
て
い
た
者
の
数
は
ニ0
名
で
：あ
.っ
：た
。
前
掲
表 

示
の
1

、::
:
'7

、
8

、
12

、
13

、
17

、
21

、
23——

26

、
29——

81

、
33——

38

の
人
々
で
あ
る
。
.
こ
の5:
ち
こ
の
年
度
の
噸
税
徵
収
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
船 

.主
な
い
し
傭
f

%

.

「

7
、
：29
、

■3
1
、
.33——

35
0
六

名

を

險

：
い

た

.
1四
名
で 

あ
っ
て
、
そ
の
取
扱
商
品
数
量•価
額
あ
る
い
«:
貿
易
圏
の
広
さ
に
お
い
て
、 

一
四
名
の
い
ず
れ
も
著
し
：い
活
動
を
行
な‘っ
て
い
る
。.し
か
も
こ
の
®

が
デ 

シ
マ
.丨
'ク
王
.に
対
す
る
ヶ
ル
ン
聯
盟
の
戦
い
の
も
っ
と
も
重
要
な
年
で
あ
り
、 

そ
れ
だ
け
に
§

議
員
と
七
.て
の
政
治
的
行
動
が
と
く
に
要
求
さ
れ
た
年
で
あ
. 

る
と
と
を
思
え
ば
、
：そO'
政
治
的
行
動
.の
傍
ら
演
ぜ
ら
れ
た
き
わ
め
てm
i的 

.な
商
業
活
動
に
'は
li
t
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
：い
。
- 

■遺
憾
：に
も
こ
：の
他
の
塞
に
お
げ
る
リ
ュ-ベ
：r
ク
市4

*
®

：

の
商
業
活
動 

に
づ
い
て
：拠
る
べ
き
資
料
を
も
た
な
い
が
、
し
か
し
と
の
'ー
ー

年

度

の

趔

ボ

を

-4 

っ

て

し

で

も

、
：
仮

り

に

彼

ら

|
四
名
の
全
部
が
レ
ン
ト.ナ—

で
あ
.？
た
と
措

 ̂

し
た
.と
こ

ろ

で

マ

艉

ら

曼「

の
意
味
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
第
一
一 

の
參
味
の
投
資
を
行
な
っ
て
：い
て
も
商
業
龍
動
を
返
上
し
て
し
ま

.

っ
た
者
で
は 

、な
.か
；-
た
，
じ
か
：も
こ
の.一
四
名
は
こ
の
年
度
め
市<

*員
：ニ
0

名
の
七
〇
％ 

;

.
'に
詼
当
す
る
の
^
あ
る
。
：.た
だ
.し
こ
れ
^1

三
六
八
年
に
づ
い
て
い
え
る
こ
と 

で
あ
っ
.て
' 
他
の
年
度
.に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と
は
過
言 

で
あ
ろ
ぅ
0

. 

.

.

と
こ
ろ
で
問
題
と
な.る
一
三
八
四
年
に
お
い
て
は
ど
ぅ
で
あ
っ
た
か
。
.一
三 

六
八
华
か
ら
：

一

五
、
六
年
を
経
過
し
た
と
き
に
も
、
リ

ベ

ッ

ク

市

塞

員
 

の
な
か
に
は
商
業
活
動
を
積
極
的.に
営
な
む
者
が
い
た
か
。
逆
に
い
え
ば
尚
時

の

市

会

は

レ

ン

ト

ナ

，
丨

を

も

っ

て

^

め
ら
れ
て
い
た
か
。
と

れ

に

つ

い

て

こ

の

を

指

示

し

た

，も
の
と
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る

0

す

な

わ

ち

一

三

八

四

^
'
の

市

会

平
の
肉
屋
暴
動
に
関
す
る
記
録
を
と
り
だ
し
て
み
る
と
い
デ
ッ
ト
マ
ー
ル
の
年

■
員
は
、
'
商
業
に
よ
っ
て
富
め
る
者
で
も
あ
り
土
地
に
よ
っ
て
©
め

る
者
で
も

代
記
に
は
、
謀
叛
は
：

「

令

誉

あ

る

裏

、
富
め
る
商
人
と
土
地
に
よ
っ
て
富
め

る
渚
に
向
け
ら
れ
た

J

..'

と
報
じ
て
い
る
。
そ
し
て||
«

に
対
し
.て

「

都
市
の
商

へ&)

人

と

は

備

え

た
1-
-
と
い
..ぅ
。
'■
£

の
記
録
作
者
デ.ッ
ト
マ
ー
ル
は
リ
尸:
,

丨
べ
ッ
ク
市
会
の
委
嘱
を
受
け
て
作
成
し
た
.の

：で

あ

る

：
か

ら

、

暴

動

.の

原

因.

経
過
に
っ
い

て

の

記
途
を
全
般
的
に
信
憑
す
る
こと

は

慎

しま
ね
ば
な
ら
な
M

が
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
点
は
、
.：前
者
に
お
い
て「

富
め
る
商
人
と
土
地
に 

よ
っ
て
當
め
る
若」

と
あ
る
こ
と
、
後
者
に
お
い
て.

「

商
人
と
最
富
裕
者」

と 

ぁ
る
こ
と
で
あ
る0

:

.

も
し
両
者
に
お
い
て^ -

な
っ
た
性
格
の二
つ
の
も
の
が
表 

■

承
さ
れ
て

い

る
と
す
れ
ば
、
商
人
ぼ
両
者
に
共
通
し
て
い
る
か
ら
、：
こ
れ

^,
險 

■い
て
残
る「

土
地
に
ょ
る
當
雪」

とr

最

富

裕

港

」

：
と

は

同

^

も

の

を

指

す
 

こ
と
に
な
りr

そ
れ
は
商
人
的
行
動
を
と.ら
な

.
い

い

わ

ゆ

る

レ

ン
ト
ナ
ー
を
い 

ぅ

こ
と
に
な
る
？
す
な
わ
ちこ
.

の
一
三
八
四
年
に
、
商
人
と
レン

ト

ナ

ー

と

は
 

別
個
の
?1
会
集
0]
と
し
て
見
.ら
れ
る
よ
.ぅ
に
な
：って
い

た

.と

い
_

い

え

ら

れ

るか
. 

の
よ
ぅ
で
あ
る
。
• 

■

し
.か
し
な
.が
ら
こ
：こ■に
。フ
ラ
I」

一'
.ッ
ツ

教

授

，
の

所

説

を

則

用

す

る

：
ま

で

も

な
 

く

、

富

裕

者®Ch
e
n
)

.と
は
メ
リ
オ
I
レ
大
す
な
わ
ち
上
層
商
人
を
指
す
語 

で
あ
る
。''
.富
裕
者
と
上
層
商
人
が
同
義
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

一1
1、

.三
世
紀
以
降
の
資
料
に
頻
発
す
る
と
で
ろ
で
あ
る
。
：
し
た
：が

.
っ
ー
て
デ
ッ
， 

ト
マ
I

ル
の
記
録
が
烫
と
富
者
と
を
並.ベV

い
る
の
は
"

当
時
こ
の
両
者
が. 

濃

の
€

©

と
考
え
ら
が
て
い
：た
か
ら
ヤ
は
な
<
、
同

二

の

社

会

の

内

铎

.

一
四
世
紀
後
半
リ
ユ
ー
ベ
ッ
ク
市
会
の
檄
ぽ

丨I 
11

!•し
I

；：!
1

\ 4

ミし

あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
両
者
枕
都
市
の
支
配
勢
力
と
し
て
一
体
を
な
し
て
い
た 

■
の
で
あ
る
。.彼
ら
に
対
立
す
る
社
会
集®

は
、
彼
ら
：に
対
し
て
偺
悪
の
眼
を
む 

'け

た

手

工

業

者

集

団

セ

爲

，
？
だ

。
.
ニ

 

3
八

四

年

に

暴

徒

..の

憎

惡

は

土

地

に

ょ

っ 

て
富
め
る
者
す
な
わ
ち
レ
ン
ト
ナ
ー
層
に
.対
し
て
法
が
れ
た
と
い
う
、
既
掲
の 

レ
ー
リ
ヒ
教
授
の
所
説
は、
'.
'

こ
の
限
り
.に
.お
.い
て
1訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
女
い0 

-

最
後
に
^—

リ
t.
教

授

な

ら

び

に

エ

ル

：
プ

シ

テ

ー

サ

~

氏
が
、1

三
七
九
年 

の
.チ
ル
ケ
ル
：組
合
の.設
5/
:
を

も

；
？
て

、

レ

ン

ト

ナ

ー

と

い

务

し

：
い

社

会

層

の 

最

初

の

結

合

で

：あ

る

と

：

4

っ
て
い
，
る

点

は

ど

う

2

ろ
う
か
。
こ
の.と
き

の
設 

立
者
九
名
は
.い
ず
れ
も
遠
隔
地
貿
易
商
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
.つ
.
い

て

は

夙

に 

パ
ゥ
リ
教
授
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
を
紙
、
：彼
ら

I

商
人
で
あ
っ
て 

.

レ
ン
ト
ナ
丨

で

は
な
か
力
た。

.彼
ら
Iの

な
が
に
は
ゲ
ル

ハ

ル

ト

•
ダ

ルッ
ォー

 

や
ハ
イ
ン
リ
ヒ
.
メ

テ
.7

1

の
ご

：と
き
い
わ
ゆ
る
ユ
ン
.グ
へル
も
い
た
が
、
と 

.

も
に
そ
の
前
途.に

商

業

的

成

功

の

夢

を

抱

：
い
：
た

新

人

で

あ

ら
.

て

、
，
.
い

わ

ゆ

る

レ 

ン
..ト

ナ
ー
.
•
の
域
：
.に
..と，
.ど
..ま
.

-?
て
安
住
.を
'こ
と
と
す
る
者
で
は■な
か
.っ
.た
の
で
.
あ

， 

•

る
。
'.
..前
掲
の
.一1
1(

五
-
-
-八
四
年
に
.お
け
る
補
売
議
員
の
な
か
で
、
29

、33
、

34
、

39
.

.

.

V
46

、.
49
-
 

5̂1

、
.
53
.
-̂

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

55
/

C

V-
.

の
.

う
.

ち

ダ

ル‘
-y

ォ
1

は
49

、
パ
 

メ 

テ

ラ
ー
は
5 5)

：

は
チ
ル
ヶ
ル.
組
合
員
で
あ
る
。
総
計
二
八
名
の
四
割
を
占
め
.て
い 

る
か̂

ク
決
し
て
少
数
と
は
い
士
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
だ
け
で

レ

ン

ト
ナ
I
 

.

層
の

南
晝

配
を

い̂

^

と
は
で
き
な
い
デ
ヒ
ー
リ
ヒ
教
授
が
パ
.ゥ
リ
教
授
の 

研
普
を
知
ら
な
い
は
ず.は
な
い
.

が
、
、
そ
れ
に
も
枸
ら
ず
チ
ル
'ヶ
ル
組
合
の
設
立

:

.

-;
L

£

A

三〉



を
も
っ
て
レ

シ

ト
.ナ
ー
.の団結のと

•い
う
の
は
、：
こ.の
頃
力
.ら
：|0|
述
.の
#- 

ニ
0:
意

味

の

：
レ

必

ト

：
わ

ー

す

な

わ

：
ぢ

定

期

金

購

入

の

1

が
強
先
り
だ
:1
.た
，と 

い

う

顏

ば

解

す

べ

き

：
で

^
る

タ

？

そ

れ

ば
0
丄
I

ベ
，
ッ

グ

市

民

の

致

富

が

- 

応
の
段
階
に
到
達
し
た
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

レ
ン
ト
ナ

1
=
パ 

ト
リ
チ
ア
I
ト
の
鬚
的
集
围
が
リ
ュ

ー

ベ
ッ
ク
市
会
に
お
い
て
大
き
な
勢
力 

と
な
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

一
四
世
紀
七
、
八
〇
年
代
に
お
い 

て
は
，

レ
ン
ト
ナI

も
■パ
ト
リ
チ
アI

ト

©

裕
商
人
も
す
ベ
て
一
体
を
な
す 

も
の
で
あ
-?
て
、
舸
ら
か
身
殳̂

に̂

趴
さ
れ
る
^
㈣
の
^

^

で

は

な

か

っ
た 

の
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
；̂
る
に
ー
四
世
紀
後
半
の
リ
ん
丨
ぺ
ッ
ク
.市
会
の
構
成
は
.、
商
業 

貿
易
に
よ
-?
て
富
を
累4

た
商
人
に
よ
っ.て
占
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
縁 

故
関
係
に
よ
.っ
て
市
#

議
員
に
選
ば
れ
る
C
と
が
容
易
.に
.な

る

と

い

う

こ

と

は
 

あ
っ
た
が
、

し
か
し
そ
れ
が
：議
員
た
•る
た
：め
の
不
可
欠
の
条
件
で
は
な
か
っ 

た
。
：
彼
ら
の
個
人
的̂M

の
.如
何
、
賺
的
成
功
の
如
何
が
、
市
会
に
新
た
に 

参
加
し
得
る
た
め
の
規
準
と
な
っ
.た
の

で

あ
る
。
市
会
に
は
こ
の
■商
人
が
選
出 

さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

レ
ン
ト
ナ
ー
で
は
な
か
っ
た
。
市
会
讓
員
の
間
に
定
期 

金
！

者
も
い
た.が

、
：
、
そ
れ
は
公
務
の
た
め
に
商
人
と
し
て
の
‘枉
動
を
制
約
さ 

れ
た
が
た
め
.に
生
じ
た
現
象
で
あ
っ
て
、
そ
：の
定
期
金
購
入
も
結
局
は
営
利
的 

濟
の
一
環
た
る
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
：た
の
で
あ
る
.。
し
た
が
っ
て
リ

う—

ベ 

ッ
ク
市
民
社
会
の
内
部
に
、
レ
.ン
ト
ナ
ー
.と
い
う
全
体
か
ら
隔
絶
し
た
集11
!
が 

形
成
さ
れ
て
、
社
会
的
経
済
的
政
治
的
硬
直
現
象
を
生
.み
だ
し
、
こ
れ
が
一
三 

八
四
年
の
暴
動
の
原
因
と
なつ
た
と
す
る
こ
と
は
、
直
ち
に̂
服
し
が
た
い
。

へ

暴

動

ぬ

基

因

に

っ

い

て

は

ヽ

：
謀

叛

者

の

抱

い

た

亦

満

や

儈

恶

を

具

^

^

に

検

討 

ン
す
る
ゼ
，と%;
に
:>
>
^
1
渚̂
や
追
随
者
の
挫
将
，
彼6
の
社
会
的
地
位
等
を
事
実

： 

g

係
に
即
し
て
十
分
に
考
察
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
明
確
に
把
握
し
た
こ
と
に
，
 

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
後
考
に
俟
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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農
家
経
済
の
苒
生
産
構
造
i

農

民

層

の

分

解

：：

I

長

野

県

諫

訪

市

湖

南

地

区

真

志

野

集

落

を

素

材

，と

：し

て

——
.

.

.
.
.
.
.
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へ..：U

ま
え
が
き
-

―

分̂
析
視
角 

1

調
杳
対
象
集
落
を
め
ぐ
る
誰
条
件
と'

農
地
改
茧
前
後
の
地
主
小
作
開
係 

ニ

経

常

面

稹
j A

狹
別
農
家
梆
成
と
稲
作
生
産
力 

三
農
家
集
中
屑
と
農
家
経
済
.
の
：再
生
產
：

:

■'
: 

四

農

業

経

：営
：の
集
約
化
.と
農
民
層
分
解
の
形
態 

五
'

む
/
す

び

へ——

農
民
層
分
解
の
：段
階
的
意
義
：の
相
違
と
：-

 

'

農
民
層
内
部
の
矛
盾
I

:
 

■

ま
え
が
き——

分
析
視
角. 

.

■;

.

.
，
. 

' 
へ
 

' 

-

' 

.
■
, 

'
.
.
.
.
.
.
'

普
資
本
主
義
段
階
に
お
い
て
ば
農
民
層
分
解
の
^

^
が

歪

め

.ら

れ

る

と

い
 

わ
れ
て
：い
る
。
い
：わ
ゆ
る..

「

中農標乃至

「

處肥大化

1-
論
は
、
こ
；
 

の
跳
占
資
本
主
義
段
階
に
：お
け
る
農
f

分
解
办
歪
曲
化
現
象
を
指
摘
し
た
も 

の
に
ほ
か
：な
ら
な
い
が
、
'
i

れ
を
.め
ぐ
ゥ
r ,
:賛
否g

i
:

の
論
■

が

展

開

さ

れ

て

.
： い

^

こ
と
.ほ
周
知
の
如
.く
で
あ
る
。
だ
が
、

「

中
農
肥
大
化
論1_
が「

農
民
層
の 

両
極
分
解
と
い
う
基
本
法
則
の
否
定

」

で
は
な
ぐ
；、：

「

法
I

現
象
す
る」

i

 

の
歪
み
を
問
題
に
し
、

「

独
占
資
本
段
階
で
は
農
民
分
解
は
歪
め
ら
れ
て
貫
徹
す 

る」

と
い
う
こ
と
冬
い
わ
ん
と
し
で
い
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
農
肥
大
化 

か
両
極
分
解
が
：、.ど
い
：う
問
醫
起
は
問
題
の
立
て
方
に
お
い
て
不
適
当
で
あ 

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
問
題
の
出
し
方
で
は
現
段

.' 

階
に
お
け
る
農
民
層
分
解
：の
'形
態
の
歪
み
の
意
味
で
は
な
く
、

「

農
民
層
の
両
極 

分
解
と
.，.
V 

3基
本
法
Ml」

そ
.の
も
の
，の̂

否
が
間
わ
れ
て..い
る
か
' の
よ
う
に
と

.

.'.
■
s

.
ら
れ
が
ち
だ
...か
ら
で
...あ
る
'0

.

'

'

.

〜

V

,

し
が
し
、.現
段
階
：に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
中
心
的
論
.点
は
.'そ
の
よ
う
な
.

-I
-
'基

本

簾」

.

.の
存
否
に
で
は
な
く
、

「

中
農
肥
大
f

双
#

を
_
^1
に
理
解
す 

べ
舍
か
に
あ
り
、

「

中
農
肥
1

'

七

い

：
わ

れ

る

独

占

資

本

主

義

段

階

に

：
お

け

る

.

:農
民
層
分
解
の.歪
曲
化
現
象
か
も\

た

.だ

ち

に

流

弹

過

程

を

通

じ

て

の

独

古

資

.本
対
農
S

般
と
の
妹
立
と
.し
て
つ
か
ん
で
い
い
か
ど
う
か
と
い
ふ
隱
に
あ 

る
の
で
あ
か
。：
つ
：ま
り
、
農
民
層
内
部
め
矛
盾
を
単
な
る
：

I
f従

需

S

从
関
係」

.. 

1

一
.(

五
八
五)

，
,

農
家
経
济
の
砰
生
ま̂

3t
と
農
民
屑
の
分
解


